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天女伝説の羽衣の松（三代目）三保の松原から望む富士山

羽衣の松から御穂神社へと
続く松並木の参道（神の道）

　三保の松原は総延長約７ｋｍの海岸に約３万本の松が生い茂る景勝地で、駿河湾を挟ん
で望む富士山や伊豆半島の雄大な眺めは、歌川広重の浮世絵や日本最古の和歌集である「万
葉集」など、文学や芸術の題材として人々から愛されてきました。
　また松原の一角には天女伝説で知られる羽衣の松や、羽衣の切れ端といわれるものが保
存されている御穂神社があり、毎年 10 月には羽衣の松の前で薪能が開催されています。

三保の松原…富士山世界文化遺産の構成資産

万葉集にも歌われた

国指定の名勝
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平
成
29
年
度
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

静
岡
市
の
会
長
に
推
挙
を
受
け

ま
し
た
葵
区
の
永
田
で
す
。
も

と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

皆
さ
ま
方
か
ら
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
使
命
を
果
た
し
て
い

く
所
存
で
す
の
で
、
朝
倉
前
会

長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
全
国
老
連

加
盟
2
年
目
と
な
り
ま
す
。
加

盟
に
当
た
っ
て
は
長
年
の
懸
案

事
項
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
朝

倉
前
会
長
、
内
田
事
務
局
長
を

は
じ
め
携
わ
っ
た
関
係
各
位
の

ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
当
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
活
動
の
基
を
な
す
の

は
、
各
種
事
業
の
取
り
組
み
に

あ
る
と
考
え
ま
す
。
28
年
度
の

事
業
も
計
画
通
り
の
実
施
と
な

り
好
評
を
得
ま
し
た
。
と
り
わ

け
新
規
事
業
と
し
て
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
オ
レ
オ

レ
詐
欺
防
止
対
策
と
し
て
「
見

守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

の
導
入
は
、
全
国
老
連
の
活
動

内
容
に
準
拠
し
た
も
の
で
、
受

講
の
3
区
全
単
老
会
長
及
び
関

係
者
に
注
意
を
喚
起
す
る
も
の

で
し
た
。
本
年
度
も
健
康
づ
く

り
・
文
化
教
養
・
リ
ー
ダ
ー
研

修
等
々
を
中
心
に
活
動
を
展
開

し
体
制
づ
く
り
の
強
化
に
務
め

ま
す
。

　

一
方
会
員
増
に
つ
い
て
の
手

立
て
も
急
務
で
す
。
26
年
度
か

ら
5
か
年
計
画
で
始
ま
っ
た
全

全
老
連
加
盟
2
年
目
、組
織
・
体
制
づ
く
り
を
強
化

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市　

会
長　

永
田 

重
郎

国
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動

が
展
開
中
で
す
が
思
い
の
外
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
当
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
は
加
入
促
進
の

策
を
講
じ
て
は
い
ま
す
が
、
会

員
増
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況

下
で
す
。
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

政
令
市
と
し
て
全
国
老
連
へ

加
入
し
た
今
、
最
新
の
情
報
を

的
確
に
取
り
入
れ
、
こ
れ
か
ら

も
ク
ラ
ブ
の
組
織
に
具
体
化
さ

せ
、
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し

て
明
る
い
生
活
が
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
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平
成
29
年
度
一
般
社
団
法
人
静

岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
）
の
定
時
総
会

が
5
月
23
日
（
火
）
14
時
か
ら
は

〜
と
ぴ
あ
清
水
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
前
年
ま
で
の
総
会
と

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
功
労
者
に

対
す
る
表
彰
式
と
総
会
を
分
け
て

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
表

彰
式
は
芸
能
発
表
会
の
前
に
実
施

す
る
予
定
で
す
）

　

栄
え
あ
る
受
賞
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
共

に
喜
び
感
謝
の
気
持
ち
を

お
伝
え
し
た
い
と
い
う
の

が
変
更
の
主
な
理
由
で

す
。

　

当
日
は
夏
の
到
来
を
思

わ
せ
る
暑
い
日
で
し
た

が
、
正
会
員
４
１
５
名
中

３
７
０
名
の
出
席
（
内
委

任
状
２
１
６
名
）が
あ
り
、

定
刻
ど
お
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
（
8
割
ち
か
く
は
男

性
会
員
）。
次
第
に
沿
っ

て
総
会
は
進
め
ら
れ
、
来

賓
祝
辞
で
は
参
列
く
だ
さ

っ
た
4
名
の
来
賓
の
う

ち
、
2
名
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
長
代
理
と
し
て
静
岡
市
保
健

福
祉
長
寿
局
局
長
の
平
松
以
津
子

様
か
ら
、「
静
岡
市
が
世
界
に
輝

く
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
た

め
に
は
、
ま
ず
健
康
長
寿
の
町
づ

く
り
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ま
は
知
・
食
・
体

を
念
頭
に
置
い
て
、
自
主
的
に
健

康
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
静
岡
市
議
会
副
議
長
の

牧
田
博
之
様
か
ら
は
、「
世
代
や

立
場
を
超
え
て
地
域
づ
く
り
に
協

力
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
い
つ
ま

で
も
元
気
で
活
躍
で
き
る
世
代
を

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
」「
課

題
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
ま

ず
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
一
歩
一
歩

解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
朝
倉
会
長
を
議
長
と

し
て
議
事
に
入
り
、
28
年
度
決
算

お
よ
び
29
年
度
予
算
案
、
ま
た
定

款
の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

①
区
支
部
を
廃
止
し
、
以
前
の
区

　

連
合
会
と
す
る
。

②
代
議
員
制
を
採
用
し
、
定
時
総

　

会
は
代
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

　

れ
る
。

③
役
員
の
定
数
を
約
半
数
ま
で
削

　

減
す
る
。

　

以
上
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
ま

た
役
員
の
選
任
も
含
め
全
て
可
決

承
認
さ
れ
、
新
会
長
に
永
田
重
郎

氏
を
選
出
。
無
事
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
準
備
に
あ
た
ら
れ
た
役
員

皆
さ
ま
、
ご
参
会
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

（
吉
野
ち
よ
み
）
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平成 29 年度定時総会 開催

定款改正含め、全議案承認

市 老 連 の 活 動
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新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
新
た

な
1
月
に
各
区
で
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
が
行
わ
れ
、
清
水

区
は
16
日
、
は
〜
と
ぴ
あ
清
水
で

１
５
９
名
、
葵
・
駿
河
区
は
17
日

に
市
民
文
化
会
館
で
女
性
委
員
・

役
員
１
４
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

行
政
（
市
）・
警
察
と
連
携
し
て

の
研
修
と
あ
り
、
両
会
場
と
も
参

加
人
数
も
多
く
関
心
の
高
さ
を
感

じ
、
会
場
は
熱
気
に
溢
れ
て
い
た
。

ま
た
当
研
修
は
全
老
連
の
呼
び
か

け
た
研
修
で
も
あ
り
ま
し
た
。

＊
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
・

詐
欺
が
増
え
て
い
る
昨
今
、
犯
罪

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
自
ら
防
ぐ
努

力
を
し
た
り
、
注
意
を
促
す
声
掛

け
を
し
た
り
相
談
窓
口
に
な
っ
た

り
関
係
機
関
を
紹
介
を
す
る
。

＊
振
り
込
み
詐
欺
に
騙
さ
れ
な
い

た
め
に

　

警
察
署
生
活
安
全
課
に
よ
り
犯

罪
の
手
口
や
注
意
点
に
つ
い
て
体

に
流
し
込
ま
れ
る
よ
う
な
話
し
方

で
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
つ
か
っ

て
講
演
さ
れ
た
。

＊
高
齢
者
を
ね
ら
う
悪
質
商
法
に

つ
い
て

　

消
費
者
協
会
・
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
「
悪
質
商
法
啓
発
ハ
ナ
ミ

ン
劇
団
」
の
方
が
高
齢
者
の
不
安

に
付
け
込
ん
だ
手
口
な
ど
を
演
じ

て
く
だ
さ
り
「
は
ッ
！
」
と
心
臓

の
高
鳴
り
を
感
じ
た
り
、「
あ
ー

良
か
っ
た
！
」
と
胸
を
な
で
お
ろ

し
た
り
、
身
近
に
あ
る
こ
と
だ
け

に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
は
受
講
者
一
人

一
人
に
サ
ポ
ー
タ
ー
証
が
授
与
さ

れ
心
新
た
な
気
持
ち
に
な
り
そ
れ

ぞ
れ
の
単
老
で
積
極
的
に
活
動
し

よ
う
と
誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

朝
倉
会
長　

談

　
「
知
識
を
身
に
つ
け
た
サ
ポ
ー

タ
ー
が
周
囲
に
積
極
的
に
助
言
し

て
ほ
し
い
」

（
大
石
眞
由
美
）
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見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

詐
欺
手
口
を
知
り
、
未
然
に
防
ぐ

市 老 連 の 活 動

葵区
駿河区

清水区

研修会終了後には
サポーター証を授与

「ハナミン劇団」による寸劇で詐欺手口を学ぶ

関心度も高く多くの方が
講座を受講しました
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　６月 21 日（水）、集中豪雨による警報が発令されるなか、北部体育館

にて葵区輪投げ大会が開催されました。選手、役員、応援含め約４５０名

が参加、６７チーム３３５名の選手が熱戦を展開しました。

　近年、この輪投げは高齢者向けのレクリエーションとしてデイサービス

などで大人気だそうです。これには競技ルールが簡単なほか、投輪の適度

な難しさ、全身を動かすことによるリハビリ効果があるからだそうです。

　試合途中では何度も大雨洪水警報の情

報が入り、進行が危ぶまれましたが、選

手皆さまのご協力で最後まで進行するこ

とができました。参加された皆さまお疲

れさまでした。そしてありがとうござい

ました。

（石川 享一）

順　位 チーム名 学地区

優　勝 草の実会Ａ 西奈学区

準優勝 住吉シニアクラブ 一番町学区

第３位
安東シニアクラブＡ 安東学地区

瓦場白寿会Ａ 横内学区

男性の部

順　位 氏　名
優　勝 岩﨑　誠夫
準優勝 牧野　鈴一
第３位 松下　保雄

　当初の予定日が雨天で順延となり、５月 29 日（月）松富スポー

ツ広場にて開催されました。朝から真夏を思わせる晴天の中、熱中

症も心配されましたが、参加者３５０

名は和気あいあいの中にも真剣にプレ

ーし、熱戦を展開しました。

　前日から会場づくりをして頂きまし

た地元会員の皆さま、また当日早朝か

ら大会運営に尽力された役員、実行委

員の皆さま、大変ありが

とうございました。

（石川 享一）

大
会
結
果

女性の部

順　位 氏　名
優　勝 溝口しずえ
準優勝 市川　朝子
第３位 鈴木富美子
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活 動 紹 介 《 葵  区 》

第５回 葵区グラウンド・ゴルフ大会

第５回 葵区輪投げ大会

真剣プレーで熱戦展開!!  350名が腕前を競う!!

優勝の岩﨑さん、溝口さん
おめでとうございます

大会結果

草の実会（西奈学区）強し!!  三連覇達成!!

三連覇達成 !!　草の実会Ａ
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　駿河区グラウンド・ゴルフ大会は雨天

で延期となり、予備日の 5 月 31 日に開

催されました。今回は、主管である市老

連大会を見据えての企画運営ということ

で、コースは今までにない長い 50 ｍ 4

本をはじめとして、正式コースを設定し

た大会になりました。

　駿河区輪投げ大会が 6 月 20 日、北部体育館にて選手、来賓、役員、看護師、

応援者ら 400 名余が集い開催された。毎回の事ですが、念入りに打合せ

をしてもトラブルが発生する。これも仕方ないことだと、互いに許し合う

姿がありがたい。15 学地区の 66 チームが 3 ブロックに分かれ、一投ご

とに願いを託す競技がスタートした。年齢を越えて競い合うことに取り組

むことは、心と体にとてもよい刺激になる。

　やがて聞こえ始めた歓声と拍手が体育館全

体に響き渡る。午後 2 時過ぎ、すべて

のゲームが終了する。静まり返った体

育館からは寂しさが感じられた。まさ

に「兵どもが夢のあと」の様相を呈し

ていた。何より、無事に終了出来たこ

とが嬉しかった。（大石眞由美）

女性の部

順　位 氏　名 学　区

優　勝 久保田鏡子 中島学区

準優勝 杉本　辰子 長田北学区

第３位 中嶋　緌子 長田北学区

男性の部

順　位 氏　名 学　区

優　勝 片山　又一 中島学区

準優勝 川端　顕雄 大里東学区

第３位 大場　滋巳 西豊田学区

大
会
結
果

待ちに待ったグラウンド・ゴルフ大会

一投ごとの真剣勝負　輪に願いを託す

　開会式では、駿河区福祉事務所長の杉

山たか子様と服部会長の始打式をスター

トとし良い雰囲気の中で、良い成績の方

が続出しました。大会の運営に当たり、

役員、実行委員並びに関係者の皆さまの

ご協力により盛大に行われましたことを

感謝いたします。（大石眞由美）

順　位 地区名 チーム名

Ａブロック
優　勝 長田北 第 2 向寿会 B

準優勝 富士見 登呂二丁目寿会 A

Ｂブロック
優　勝 富士見 登呂一丁目楽友会 A

準優勝 長田東 丸子新田晁寿会 B

Ｃブロック
優　勝 富士見 登呂二丁目寿会 C

準優勝 長田北 第 2 向寿会 A
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第５回 駿河区グラウンド・ゴルフ大会

第５回 駿河区輪投げ大会

片山又一さん、久保田鏡子さん
優勝おめでとうございます !!

仲間に見守られての一投

大会結果
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　5 月 30 日（火）清水総合運動場陸上競技場にて 20

地区から選手２００名、役員・委員 53 名が参加して

清水区クロッケー大会が開催されました。

　26 日が雨天のため順延となった当日は、晴天の絶

好の大会日和となりました。競技は一回戦（６名 1 組、

３名勝ち上がり）トーナメントからはじまり、男女別

に入賞を競いました。

　決勝戦は６名で行われ、第６ゲートから最終ポール

に至るまでの間で男女ともに逆転がある接戦となりま

した。なお入賞された方々は右表のとおりです。

（鈴木 泰造）

　６月２７日（火）清水総合運動場体育館にて、21 地

区 52 チームが参加して清水区輪投げ大会が開催され、

熱戦が展開されました。

　不二見 A チームは１ゲーム目から高得点を重ね、他

を寄せ付けない圧勝でした。その他大会結果は右表のと

おりです。（鈴木 泰造）

大
会
結
果

杉浦数美さん 鈴木勝代さん優勝!! 個人の部（男性）

順　位 氏　名 地区名

優　勝 杉浦　数美 庵　原

準優勝 小林喜久雄 飯　田

第 3 位 土田　四郎 不二見

第 4 位 大多和章司 江　尻

第 5 位 望月　輝　 駒　越

第 6 位 斉藤　廣　 船　越

個人の部（女性）

順　位 氏　名 地区名

優　勝 鈴木　勝代 袖　師

準優勝 清水まさよ 興　津

第 3 位 望月紀代子 袖　師

第 4 位 安藤　好子 清　水

第 5 位 大島　久子 三　保

第 6 位 遠藤えみ子 小　島

90 歳以上記念メダル受賞者

山本　ふ志 船　越 92 歳

池田　文子 庵　原 90 歳

佐野　清治 興　津 91 歳

渡辺　幸一 興　津 90 歳

山崎　治枚 両河内 90 歳

順　位 地区名 チーム名 得　点

優　勝 不二見 不二見 A ９９６

準優勝 由　比 由比東 ９２８

第 3 位 駒　越 駒越 A ９２３

第 4 位 船　越 船越 A ８７１

第 5 位 岡 岡 A ８５９

第 6 位 高　部 天王町桜木会 ８５７

１チーム５名。１ゲーム２セットとして、４ゲームを行う。
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活 動 紹 介 《 清 水 区 》

第 8 回 清水区クロッケー大会
大会結果

他を寄せ付けず、
不二見Aチーム圧勝!!

第 3 回 清水区輪投げ大会

狙いすましての一投

絶好の日和のなかプレー
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葵
区
玉
川
村
字
森
越
で
、
昭
和
2
年
4
月
生

ま
れ
（
90
歳
）
の
狩
野
き
み
よ
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
ご
自
宅
の
梅
園
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
う
ぐ
い
す
の
歓
迎
で
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

　

狩
野
さ
ん
は
父
親
の
影
響
で
、
誰
に
も
負
け

な
い
そ
ろ
ば
ん
技
術
を
持
っ
て
い
る
才
女
で
す
。
昭

和
28
年
、
農
家
の
働
き
者
の
ご
主
人
と
結
婚
。
養
女

を
育
て
る
が
お
嫁
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
「
ち
ょ
っ
と
さ

み
し
い
か
な
…
」
と
の
こ
と
。
働
き
過
ぎ
の
た
め
な
の

か
、
ご
主
人
は
38
歳
で
他
界
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

以
降
、
そ
ろ
ば
ん
の
技
術
を
生
か
し
て
農
協
に
勤

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
役
所
に
19
年
。
当
時
は
今

の
よ
う
に
計
算
機
が
無
く
、
技
術
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
で
し
た
。

　

退
職
後
は
公
民
館
に
勤
め
、
館
長
と
し
て
玉
川
・

井
川
地
域
の
交
流
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

何
で
も
出
来
て
人
に
好
か
れ
る
、
そ
し
て
笑
顔
で
話

す
。
狩
野
さ
ん
は
「
お
だ
っ
く
い
」
出
来
る
こ
と
を

し
て
い
る
だ
け
と
笑
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
た
め
に
と
寄
付
も
さ
れ
て
い
る

心
豊
か
な
き
み
よ
さ
ん
で
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
名
前

入
り
ベ
ス
ト
を
作
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
度
に
着

用
さ
せ
て
頂
き
重
宝
し
て
い
ま
す
。

　

90
歳
に
な
っ
て
も
地
下
足
袋
を
履
き
、
自
転
車
に

乗
っ
て
梅
園
へ
行
き
ま
す
。
草
刈
り
機
で
草
を
刈
り
、

梅
の
木
の
手
入
れ
も
ひ
と
り
で
こ
な
し
て
し
ま
う
の

に
は
驚
き
で
す
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
の
草

刈
り
や
花
壇
の
手
入
れ
と
忙
し
く
地
域
に
貢
献
し
つ

つ
、
健
康
な
こ
と
が
一
番
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

や
輪
投
げ
、
ペ
タ
ン
ク
と
単
老
や
地
区
で
活
躍
中
で

す
。「
ひ
と
り
で
は
何
も
出
来
な
い
け
ど
…
頼
り
に
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
…
毎
日
感
謝
の
気
持
ち

も
忘
れ
な
い
…
今
で
も
算
数
は
好
き
よ
」
と
話
す
笑

顔
は
若
々
し
く
て
と
〜
っ
て
も
ス
テ
キ
で
す
。

　

現
在
は
葵
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
理
事
・
女
性
委
員

で
す
。
最
近
は
カ
ラ
オ
ケ
も
始
め
ら
れ
た
と
か
？

　

元
気
な
き
み
よ
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
こ
と

で
、
私
た
ち
も
「
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
ね
ば
…
」
と
思

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川 

享
一
）
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目に青葉 梅にウグイス 
　元気で活躍きみよさん
ご多忙な中、ご協力
　ありがとうございました

卆寿の働き者
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私
た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
若
葉

会
の
歴
史
は
古
く
い
つ
頃
設
立

さ
れ
た
か
不
明
で
す
。
数
少
な

い
記
録
を
紐
解
く
と
若
葉
会
と

名
称
を
変
更
す
る
以
前
は
会
員

数
も
多
く
活
動
も
活
発
で
、
祖

父
の
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
っ
た

様
に
聞
き
及
び
ま
す
。

　

私
た
ち
の
会
は
、
葵
区
中
心

地
よ
り
北
に
約
65
キ
ロ
の
奥
地

で
大
井
川
最
上
流
域
「
井
川
ダ

ム
」「
南
ア
ル
プ
ス
」
の
懐
、

今
話
題
と
な
っ
て
い
る
リ
ニ
ア

新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
も

近
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
存
在

感
を
示
す
活
動
を
し
つ
つ
、「
小

粒
で
ピ
リ
リ
と
辛
い
」
の
例
え

の
ご
と
し
、
充
実
し
た
会
と
自

負
す
る
会
で
す
。

　

会
発
足
当
時
は
、
活
動
範

囲
も
多
岐
多
様
に
渡
っ

て
お
り
ま
し
た
が
少
子

高
齢
化
の
流
れ
と
若
者

不
在
が
重
な
り
、
残
っ

て
い
る
の
は
高
齢
者
の

み
、と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
数
も
五
分
の
一
の

39
名
、
一
人
で
も
増
や

す
活
動
を
と
動
い
て
い

ま
す
が
成
果
が
出
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。
毎
年
2

回
、
8
月
と
2
月
に
龍

泉
院
の
一
画
に
あ
り
ま
す
戦
争

戦
没
者
が
祀
っ
て
あ
る
忠
魂
碑

の
周
辺
を
草
刈
り
機
を
使
い
清

掃
作
業
を
実
施
し
、
会
員
交
流

を
図
っ
て
い
ま
す
。
2
時
間
程

度
の
作
業
で
終
了
し
ま
す
。
そ

の
後
、本
堂
で
の
方
丈
（
住
職
）

さ
ん
の
説
教
を
受
け
ま
す
。
ま

た
女
性
委
員
に
よ
る
手
話
講
習

も
簡
単
な
も
の
か
ら
取
り
入
れ

て
女
性
会
員
中
心
に
楽
し
く
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
、

皆
で
智
恵
を
出
し
あ
っ
て
無
理

を
せ
ず
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

井
川
学
区　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
若
葉
会 

会
長　

望
月 

篤
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ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵  区 》

女性会員中心に行っている手話講習
多くの会員が集まる機会となっています

清掃作業を通して会員交流と地域貢献
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袖
師
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
横
砂

美
生
会
・
袖
師
嶺
寿
会
・
西
久

保
年
の
輪
会
の
連
合
会
で
構
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
西
久
保
は
第

一
年
の
輪
会
か
ら
第
六
年
の
輪

会
に
１
９
３
名
の
会
員
が
所
属

し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ク
ロ
ッ
ケ
ー
等
の
ス
ポ
ー
ツ
や

舞
踊
等
の
文
化
活
動
を
通

じ
、会
員
相
互
の
「
健
康
」

「
親
睦
」「
安
全
」
を
目
的

と
し
て
地
域
老
人
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
高
齢
化
に
よ
る
会
員

の
減
少
は
著
し
く
、
そ
の

対
策
が
今
後
の
大
き
な
課

題
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
事
業

内
容
そ
の
他
ほ
と
ん
ど
共

通
事
項
で
あ
り
、
永
年
の

慣
例
行
事
と
な
っ
て
い
る

奉
仕
の
日
「
龍
雲
院
墓
地

清
掃
」
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
月
例
会
に
つ
い

て
記
述
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

奉
仕
活
動
の
起
源
は
不
明
で

す
が
、
毎
年
の
7
月
・
9
月
・

12
月
・
3
月
の
月
初
め
に
「
社

会
奉
仕
の
日
・
墓
地
清
掃
奉

仕
」
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

午
前
8
時
に
各
単
老
の
会
員

が
龍
雲
院
駐
車
場
に
集
合
し
、

墓
地
内
の
草
取
り
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。

　

途
中
で
寺
院
提
供
の
湯
茶
が

運
ば
れ
て
休
憩
と
な
り
、
各
所

に
談
笑
の
輪
が
広
が
り
交
流
の

ひ
と
と
き
が
続
き
ま
す
。

　

再
び
作
業
に
戻
り
、
袋
詰
め

さ
れ
た
雑
草
の
山
が
で
き
あ
が

る
頃
、
作
業
終
了
の
鐘
の
音
が

鳴
り
奉
仕
作
業
は
終
了
と
な
り

ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
月

曜
と
木
曜
の
週
2
回
、
袖
師
子

供
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
行
わ
れ
、

毎
月
の
第
２
木
曜
日
は
全
員
参

加
の
月
例
会
と
な
り
ま
す
。

　

年
度
末
に
月
例
会
の
成
績
に

よ
っ
て
1
位
～
3
位
に
年
間
優

秀
賞
と
全
試
合
に
参
加
し
た
方

に
皆
勤
賞
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
芸
能
活
動
を
通
し

て
施
設
の
慰
問
や
ビ
ン
・
缶
の

収
集
日
の
作
業
な
ど
シ
ニ
ア
と

し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
喜
び

を
感
じ
つ
つ
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
発
展
を
考
え
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

西
久
保
年
の
輪
会
に
つ
い
て

袖
師
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

第
二
年
の
輪
会　

外
岡 

修

第 25 号（10）市 老 連 だ よ り平成 29 年 7 月発行

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

歴史ある清掃活動　これからも続けていきます
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大
里
西
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
は
、
3
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
生
ク
ラ
ブ
・
中

村
町
ク
ラ
ブ
・
宮
本
町
互
楽
会

で
、会
員
数
は
１
１
９
名
で
す
。

　

活
動
は
、
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
実
施
し
ま
す
が
、
主
な
催

し
は
地
区
社
協
の
大
里
西
小
学

校
へ
の
「
昔
の
遊
び
」
授
業
の

出
前
教
室
で
す
。
私
た
ち
の
子

供
時
代
の
懐
か
し
い
遊
び
を
子

供
た
ち
と
一
緒
に
学
び
ま
す
。

「
竹
と
ん
ぼ
・
ビ
ー
玉
・
め
ん

こ
・
竹
馬
・
独
楽
回
し
」
を
2

時
間
授
業
で
や
り
ま
す
。
実
施

場
所
は
運
動
場
で
す
。
雨
天
の

時
は
体
育
館
を
借
り
て
実
施
し

ま
す
。

　

他
に
学
校
側
の
希
望
に
も
よ

り
ま
す
が
、
つ
ら
い
戦
争
体
験

を
次
世
代
に
伝
え
る

語
り
部
と
し
て
話
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
授
業
は
高

学
年
が
対
象
で
す
。

戦
後
の
貧
し
い
時
代
の
学
校
生

活
の
話
で
す
。
授
業
が
終
わ
る

と
児
童
委
員
で
感
想
文
を
提
出

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
私
た

ち
ク
ラ
ブ
の
宝
物
と
し
て
大
切

に
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。
最
初

の
頃
に
書
い
て
く
れ
た
子
供
た

ち
の
感
想
文
は
、
今
で
は
立
派

な
社
会
人
に
な
っ
て
活
躍
し
て

く
れ
て
い
る
人
た
ち
が
書
い
た

も
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
本
当
に
感
無
量
で
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
活
動
を

継
続
さ
せ
る
た
め
に
も
ク
ラ
ブ

の
存
続
を
目
標
の
第
一
に
掲

げ
、
さ
ら
に
活
動
を
推
進
さ
せ

て
参
り
ま
す
。

「
昔
の
遊
び
」で
子
ど
も
た
ち
と
交
流

大
里
西
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長　

遠
藤 

稚
秀
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ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

さまざまな昔遊びで子どもたちと楽しく交流

慣れない竹馬に子ども達も大苦戦



私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

静
岡
市
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
は
現
在
葵
区
・
駿
河
区
で

73
会
場
、
会
員
２
８
９
５
人
、
会
員
以
外
を
入
れ
る
と

約
４
５
０
０
人
が
毎
朝
集
ま
り
ラ
ジ
オ
体
操
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
で
健
康
長
寿
に
励
む
仲
間
、

自
主
的
に
体
を
動
か
し
体
力
づ
く
り
に
励
む
人
、
ま
た

浅
間
会
場
で
は
高
齢
者
が
１
０
８
段
の
石
段
を
登
っ
た

後
、
ラ
ジ
オ
体
操
は
も
ち
ろ
ん
仲
間
と
の
会
話
を
楽
し

み
に
参
加
す
る
人
も
い
ま
す
。
私
は
こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
の

指
導
者
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

＊
年
数
回
体
育
館
を
借
り
て
の
講
習
会

＊
国
際
研
修
セ
ン
タ
ー
の
依
頼
を
受
け
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
若
者
へ
の
指
導
。（
母
国
へ
帰
っ
て
日
本
の
ラ
ジ

オ
体
操
を
普
及
し
た
い
と
の
声
を
も
ら
っ
た
）

＊
県
委
託
の
草
薙
球
場
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
（
そ
の
他
、

中
国
体
操
や
気
功
も
行
い
ま
し
た
）

　

当
市
の
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
は
全
国
的
に
レ
ベ
ル
が
高

く
、
他
県
か
ら
一
目
お
か
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
な
か
、「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
と
で
も
」

で
き
る
ラ
ジ
オ
体
操
の
指

導
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

健
康
維
持
、
明
朗
な
精
神
、

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
3
年
ほ
ど
前
、
知
人
か
ら
「
清
水
の
昔

話
を
素
材
に
し
た
紙
芝
居
を
作
る
会
を
始
め
る
の

で
参
加
し
て
み
な
い
か
？
」
と
い
う
話
が
あ
り
、「
な

に
か
面
白
そ
う
だ
な
？
」
と
思
い
『
江
尻
紙
芝
居

一
座
』
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
月
第
1
水
曜
日
の
10
時
か
ら
12
時
ま
で
江
尻

交
流
館
で
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
紙
芝
居
を
作
っ
た
り
口
演
の
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
作
成
し
た
演
目
は
、
昔
ば
な
し
が

10
話
、
子
供
向
け
の
話
が
2
話
あ
り
ま
す
。

　

紙
芝
居
一
座
の
活
動
の
原
点
と
し
て
「
紙
芝
居

を
通
し
て
、
地
域
の
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
」
そ

の
思
い
を
も
っ
て
、
み
ん
な
で
作
っ
た
紙
芝
居
を
持

っ
て
介
護
施
設
、
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
S
型
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
等
へ
出
向
い
て
口
演
を
し
て
い
ま
す
。

　

口
演
し
た
全
て
の
会
場
で
皆
さ
ん
が
大
変
喜
ん

で
「
面
白
か
っ
た
、
ま
た
き
て
ね
」
と
言
っ
て
く
れ

る
の
が
何
よ
り
の
励
み
に
な
り
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
活
動
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

清
水
に
伝
わ
る
民
話
を
紙
芝
居
口
演

み
ん
な
の
笑
顔
が
活
動
の
原
動
力

清
水
区
　
辻
地
区
　
辻
六
区
長
寿
会
　
影
山 

順
平

ラ
ジ
オ
体
操
で
健
康
増
進
を

駿
河
区
　
中
島
学
区
　
西
脇
第
1
若
葉
会
　
浦
田 

志
信
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私 た ち こ ん な こ と し て い ま す ！



私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　12 月 16 日（金）静岡市民文化会館中ホール

にて、第 11 回芸能発表会が盛大に開催されまし

た。出演者は 554 名で、3 区（清水・駿河・葵区）

の会員が、一年間の練習成果を発表する芸能発表

会に胸躍らせて、朝早くから多方面より集まりま

した。10 時からの開会式の後、清水区のレクダ

ンス、「365 日の紙飛行機」で幕開けです。

　踊りには日舞・音頭・民謡踊り・洋舞と色々な

踊り形があり、フラダンスにレクダンス、そして

コーラスと 41 の演目が披露されました。昼食休

憩時には親睦や交流も出来たことでしょう。

　午後の部は今回初の試みとなる「歌謡ショー」

が行われました。アイデアで歌の間に「コント」（流

行語など）を入れたことで、笑いを誘い盛大な拍

手で和みました。

　お揃いの衣装で演じる人も、観る人も楽しく

手拍子や拍手で 1 日を過ごし、明日への英気

になったことと思います。

　芸能発表会も会員増強に繋げられたら「最

高！」な事です。趣味の会を増やし仲間づくり

にお誘いして参加者をお招きしましょう。主管

の駿河区役員のご苦労もあったことと思いま

す。皆さまに御礼申し上げます。

　芸達者の皆さん、次回を楽しみに芸に励んで

頂きたいと思います。お疲れさまでした。

（石川 和恵）
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市 老 連 の 活 動

第 11 回芸能発表会

歌に踊りなど 41 演目

　歌謡ショーで盛り上がる

観客席を沸かせた歌謡ショー



私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

今
回
は
久
能
寺
観
音
道
（
久
能
寺
へ

の
有
度
山
麓
を
通
る
参
詣
道
）
を
散
策

し
、
点
在
す
る
神
社
・
仏
閣
を
巡
り
杉

原
山
（
海
抜
50
ｍ
程
）
を
目
指
し
ま
す
。

静
鉄
「
狐
ヶ
崎
駅
」
を
出
た
東
側
に
道

標
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
起
点
に

南
進
し
、
南
幹
線
下
を
通
っ
た
先
に
誓

願
寺
が
あ
り
ま
す
。
入
り
口
に
珍
し
い

「
お
掃
除
小
僧
」
の
石
像
と
「
掃
除
の

第18回

五
徳
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

先
に
進
み
楞
厳
院
・
玉
泉

寺
を
経
て
船
越
堤
公
園
着
で

一
服
。
次
に
進
み
北
矢
部
伊

勢
神
明
宮
境
内
の
「
力
石
」

を
見
、
大
日
如
来
堂
・
能
満

寺
・
八
坂
神
社
を
経
て
妙
音

寺
の
「
言
い
な
り
地
蔵
」（
何

で
も
願
い
事
を
聞
い
て
く
れ

る
）
に
着
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
一
旦
大
通
り
に
出
、
上

力
町
交
差
点
先
を
右
折
、
急
坂
の
細

い
道
を
登
り
き
れ
ば
杉
原
山
の
頂
き

に
着
き
ま
す
。
山
頂
に
は
景
観
を
歌

っ
た
歌
碑
が
あ
り
、
ま
た
眼
下
に
は

清
水
の
街
並
が
広
が
る
隠
れ
た
展
望

ス
ポ
ッ
ト
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
曇

り
空
で
、富
士
山
は
お
隠
れ
で
し
た
。

（
鈴
木
泰
造
）

第 25 号（14）市 老 連 だ よ り平成 29 年 7 月発行

言いなり地蔵

杉原山山頂からの眺め

お掃除小僧と掃除の五徳

隠
れ
た
展
望
ス
ポ
ッ
ト



私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

静 岡 市 老 連  主 な 行 事 予 定

事業名 実施日 備考

第 12 回輪投げ大会  8 月 30 日（水） 清水総合運動場体育館

第 1 回シニアクラブ大会 10 月 12 日（木） 市民文化会館

第 12 回グラウンド・ゴルフ大会
10 月 17 日（火）
※予備日 10 月 20 日（金）

中原スポーツ広場

第 4 回ペタンク大会
12 月　1 日（金）
※予備日 12 月 8 日（金）

清水庵原球場多目的広場

事業名 実施日 備考
グラウンド・ゴルフ大会 5 月 29 日 （月） 松富スポーツ広場
輪投げ大会 6 月 21 日（水） 北部体育館
スポーツ大会 11 月 1 日（水） 中央体育館

ペタンク大会
10 月 3 日（火）
※予備日 10 月 6 日 ( 木 )

松富スポーツ広場

葵区・駿河区合同作品展 11 月 29 日（水）〜 12 月 3 日（日） 市民ギャラリー
芸能発表会 & リフォームファッションショー 12 月 15 日（金） 市民文化会館

　　　事業名 実施日 備考
グラウンド・ゴルフ大会 5 月 31 日 ( 水 )　 中野新田スポーツ広場
輪投げ大会 6 月 20 日（火） 北部体育館
スポーツ大会 11 月 15 日（水 ) 中央体育館

ペタンク大会 9 月 20 日（火 )
※予備日 9 月 23 日 ( 金 )　 中野新田スポーツ広場

駿河区・葵区合同作品展 11 月 29 日（水）〜 12 月 3 日（日） 市民ギャラリー
芸能発表会 平成 30 年 2 月 7 日（水） 市民文化会館

　　　事業名 実施日 備考
クロッケー大会 5 月 30 日（火） 清水総合運動場陸上競技場
輪投げ大会 6 月 27 日（火） 清水総合運動場体育館
ボウリング大会 7 月 11 日（火） 狐ヶ崎ヤングランドボウル

グラウンド・ゴルフ大会 9 月 26 日（火）
※予備日 9 月 29 日（金） 新興津緑地公園多目的広場

スポーツ大会 10 月 24 日（火）
※予備日 10 月 31 日（火） 清水庵原球場多目的広場

清水福祉総合文化祭作品展 11 月 10 日（金）〜 11 月 13 日（月） はーとぴあ清水
芸能発表会 平成 30 年 1 月 16 日（火） 清水文化会館マリナート

葵　区

駿河区

清水区

市老連
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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・短歌・俳句・川柳を寄稿ください。
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

麦
の
秋
九
十
寿
を
迎
へ
日
々
感
謝

清
水
区　

不
二
見
学
区　

宮
加
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

原
田　

和
子

蝋ろ
う
ば
い梅
や
好
日
な
り
て
亡つ

ま夫
笑
む
か

清
水
区　

江
尻
地
区　

川
岸
町
老
人
会　

松
永　

勝
子

八
十
路
弾
く
古
き
箏
の
音
初
調
べ

清
水
区　

入
江
地
区　

木
蓮
の
会　

澤
入　

兼
男

敗
戦
日
傘
寿
を
越
え
る
陛
下
と
も

駿
河
区　

森
下
学
区　

長
寿
会　

望
月　

謙
𠮷

連
れ
歩
く
犬
衣
の
多
彩
や
寒
の
明
け

清
水
区　

殿
沢
地
区　

殿
沢
ク
ラ
ブ　

庄
司
美
智
子

い
ま
一
度
亡つ

ま夫
に
逢
ひ
た
き
盆
の
月

葵
区　

中
藁
科
学
区　

笑
和
会　

勝
山　

京
子

薫
風
や
マ
ネ
キ
ン
の
如
老
夫
婦

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

か
れ
葉
舞
う
尾
を
立
て
ね
ら
う
い
じ
ら
し
さ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

平
出　

幹
明

耳
元
に
看
護
士
の
声
夏
に
入
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

鈴
木　

辰
男

桃
の
実
が
あ
め
玉
ほ
ど
に
顔
を
出
す

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

新
茶
汲
む
吾
が
晩
年
を
心
せ
り

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
幸

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
ふ
ん
わ
り
旅
に
出
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村　

和
穂

羅う
す
も
のに

昭
和
へ
か
へ
る
女
振
り

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

滝
浪　

信
恵

青
田
風
餌
食
む
鷺
の
首
白
く

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

異
国
か
ら
黄
砂
で
か
す
む
幾
千
里

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

病
む
妻
の
下
着
を
た
た
む
更
衣

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
朗

蕺ど
く
だ
み草
や
人
知
ら
ず
と
も
清
く
咲
く

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

昭
夫

駒
ヶ
根
の
嶺
光
背
に
し
蕨
摘
む

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

二
つ
三
つ
枝
に
残
り
し
落
し
文

第 25 号（18）市 老 連 だ よ り平成 29 年 7 月発行

俳
句

短
歌

会
員
文
芸



私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

清
水
区　

有
度
地
区　

草
薙
歩
み
の
会　

林
部　

茂
巳

山
合
い
の
日
溜
ま
り
の
ど
か
摘
草
の

母お
や
こ娘
に
こ
や
か
鳥
の
さ
え
ず
り

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

数か
ず

知
れ
ず
な
つ
い
て
く
れ
た
ネ
コ
た
ち
よ

い
や
さ
れ
た
日
々
今
な
つ
か
し
い

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

暖
房
で
お
部
屋
温
く
温
く
コ
ツ
ク
リ
コ

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

町
塚　

慶
子

人
声
の
温
も
り
ほ
し
い
ひ
と
り
夜

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

水
温
み
蛙
喜
び
歌
い
だ
す

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
下　

茂　

夜
桜
や
つ
な
ぐ
手
と
手
に
温
も
り
が

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

母
の
背
に
温
も
り
感
じ
は
や
古
希
に

駿
河
区　

西
豊
田
学
区　

手
と
手
の
会　

森
山　

豊
子

味
は
良
し
不
器
量
で
も
日
本
産

興
津
川
〜
い
の
ち
の
川
〜

清
水
区　

小
島
地
区　

小
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

藤
池　

瑞
芳

こ
の
湧
き
水
ね　
　

聖
水
走
る

リ
ズ
ム
も
弾
む　
　

愛
の
歌

心
の
泉　
　
　
　
　

溢
れ
出
て

し
じ
ま　

破
っ
て　

天
を
衝
き

せ
せ
ら
ぎ
も
…
い
の
ち
の
川
と　

木
霊
す
る

早
緑
萌
え
る　
　

あ
あ
興
津
川

見
て
よ
翡
翠
の　

ヤ
マ
セ
ミ
よ

西
里
の
滝　
　
　

急
降
下

鮎
の
友
釣
り　
　

二
閃　

飛
び

吊
り
橋
に
…
い
の
ち
の
川
と　

声
は
し
ゃ
ぐ

命
水
飲
ん
で　
　
　

ま
た
生
き
返
る

百
日
紅
咲
く　
　
　

龍
津
寺

あ
な
た
明
日
は
と　

燃
え
て
い
る

薩
埵
の
富
士
も　
　

紅
映
え
て

宗
像
も
…
い
の
ち
の
川
も　

夢
花
火

清
水
区　

入
江
地
区　

木
蓮
の
会　

澤
入　

兼
男

ト
ラ
ン
プ
の
引
き
た
く
な
い
け
ど
ジ
ョ
ー
カ
ー
ド
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

市老連からのお知らせ

　

6
月
7
日
、
静
岡
市
も
梅
雨
入
り
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
う
っ
と
お
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
。
こ

の
25
号
が
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
梅
雨

は
明
け
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

梅
雨
に
入
る
と
家
の
近
く
の
水
神
社
の
例
祭
が

あ
り
ま
す
。
小
さ
な
頃
か
ら
「
お
す
い
じ
ん
さ

ん
」
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い
ま
す
。
お
祭
り
の
日
に
は
浴

衣
を
着
せ
て
も
ら
い
、
お
小
遣
い
を
懐
に
入
れ
て
お
祭
り

に
出
か
け
ま
し
た
。
夜
店
で
は
何
を
買
お
う
か
迷
っ
た
こ

と
を
想
い
出
し
ま
す
。
ハ
ッ
カ
入
り
砂
糖
の
入
っ
た
パ
イ

プ
、
赤
い
紙
の
帯
で
巻
い
た
ニ
ッ
キ
の
木
の
根
、
か
わ
い

ら
し
い
小
さ
な
日
傘
…
。
ま
た
仕
掛
け
花
火
も
楽
し
み
の

一
つ
で
、
当
時
の
様
子
は
今
で
も
鮮
明
に
想
い
出
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。
時
が
移
り
、
今
年
は
花
火
が
中
止
。
ま
た

夜
店
も
神
社
周
辺
の
み
と
規
模
が
縮
小
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
古
き
良
き
も
の
が
無
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
一
抹

の
さ
び
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

総
会
も
つ
つ
が
な
く
終
わ
り
、
新
役
員
選
任
も
承
認
さ

れ
新
体
制
で
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
広
報
委
員

6
名
も
、
私
を
含
む
内
2
名
が
新
人
で
す
。
皆
さ
ま
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
微
力
で
す

が
頑
張
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
吉
野
ち
よ
み
）

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
頂
き
ま
し

た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の
向
上
、
会

員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

○
石
川　

享
一
（
葵　

区　

千
代
田
）

石
川　

和
恵
（
葵　

区　

田　

町
）

野
田　

睦
彦
（
駿
河
区　

中　

田
）

大
石
眞
由
美
（
駿
河
区　

久　

能
）

吉
野
ち
よ
み
（
清
水
区　

浜　

田
）

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

　８月２２日午後１時から、清水テルサにて三区女性会員

合同交流会を行います。今回は兵庫県老連中村美津子会長

を迎え、会員増強のお話を伺った後、三区の女性会員の事

例発表があります。単位クラブ各１名の女性会員の出席を

お願いしておりますが、席に若干余裕がありますので、参

加ご希望の方は、各区事務所へお問い合わせください。

　初めての試みとして、表彰式式典と

芸能発表会を合わせて行うシニアクラ

ブ大会を、１０月２２日午後１時から

市民文化会館にて開催します。多数の

皆さまのご来場をお待ちしております。

兵庫県老連中村美津子会長を迎え
８月に三区女性会員合同交流会を開催第１回シニアクラブ大会を

10 月 22 日、開催します
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編 集 後 記

昨年の交流会の様子

神戸市老人クラブ連合会 頼廣女性委員長を迎え、活動事例
を交えた会員増強策について講演をして頂きました

前回は講演、三区女性委員代表による事例発表に続いてリフォーム
ファッションショーが行われ、会場を盛り上げてくれました


